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本
校
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
校
長
の
高
橋
和
秀

と
申
し
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
、

多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
円
滑
な
学
校
運
営
が
で
き
、
教
職
員
、
生
徒

保
護
者
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、
１
１
９
年
目
を
迎
え
る
本
校
で
は
、

4
月
に
１
２
２
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
12
ク
ラ

ス
、
合
計
４
２
８
名
の
全
校
生
徒
で
令
和
２
年
度

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
県
教
委
か

ら
、
令
和
２
年
度
の
生
徒
募
集
定
員
が
１
ク
ラ
ス

減
と
な
る
こ
と
を
通
告
さ
れ
、
驚
く
と
と
も
に
、

令
和
９
年
度
開
校
予
定
の
新
構
想
高
校
ス
タ
ー
ト

ま
で
の
学
校
運
営
の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
生
徒
数
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
教
員
数
も

減
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
規
模
が
小
さ

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
部
活
動
の
運
営
な
ど
に
も

大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
生
徒
数
減
少
と
い
う
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
強
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
小
さ
な
学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
生

徒
数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は

ず
で
す
の
で
、
そ
の
利
点
を
最
大
限
に
発
揮
し
、「
一

人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
」「
伸
び
率
Ｎ
Ｏ
．１
を

目
指
す
」
等
、
教
職
員
一
同
、
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
学
校
の
様
子
は
、
対
外
的
に
も
誇
れ
る
点
が

３
点
あ
り
ま
す
。「
非
常
に
落
ち
着
い
て
い
て
安
定

し
た
学
校
生
活
」「
多
岐
に
わ
た
る
進
路
希
望
の
実

現
」「
数
多
く
の
活
発
な
部
活
動
」
の
３
点
で
す
。

決
し
て
派
手
な
活
躍
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
中
学
校
か
ら
も
信
頼
を
得
る
こ
と

が
で
き
、今
後
も
大
切
な
本
校
教
育
の
柱
と
捉
え
、

継
続
的
に
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
学
校
内
の
委
員
会
に
「
創
立

１
２
０
周
年
準
備
委
員
会
」
を
新
規
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
度
）
に
、
創

立
１
２
０
周
年
を
何
ら
か
の
形
で
、
同
窓
生
と
在

校
生
が
と
も
に
喜
び
祝
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
折
に
は
同
窓
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
同
窓
生

に
御
協
力
・
御
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
母
校
」
と
は
、
な
ん
て
心
温
ま
る
響
き
な
の
で

し
ょ
う
か
。
私
的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、
我
が
家

は
５
人
と
も
（
私
・
女
房
・
子
供
３
人
）
同
じ
高

校
（
同
窓
生
）
で
す
。
野
球
応
援
で
は
、
校
歌
に

応
援
歌
、
そ
の
他
の
曲
も
２
～
３
曲
自
然
に
出
て

き
ま
す
。

　

沼
津
城
北
高
校
が
い
つ
ま
で
も
、
青
春
の
１
ペ
ー

ジ
を
飾
っ
た
愛
す
べ
き
母
校
で
あ
り
続
け
る
よ
う

に
、
教
職
員
も
在
校
生
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

　

創
立
１
１
９
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
わ
が
母
校
、

沼
農
・
北
部
・
城
北
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
同
窓
会

の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
同
窓
会
長
の
長
田
吉
信

で
す
。
初
め
に
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
肺
炎
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
罹
患
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
及
び
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
感
染
の
終
息
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
の
日
本
に
お
け
る

感
染
者
数
は
１
３
、４
０
０
人
余
り
、
死
亡
者
数
は

３
７
２
人
、
全
世
界
の
感
染
者
数
は
２
９
７
万
人

余
り
、
死
亡
者
数
は
20
万
7
千
人
を
こ
え
て
お
り

ま
す
（
２
０
２
０
年
4
月
27
日
現
在
）。
冒
頭
で
こ

の
よ
う
な
お
悔
み
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
実
に
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
２
０
１
９
年
12
月
、
中
国
に

お
い
て
急
性
呼
吸
器
疾
患
が
集
団
発
生
し
た
の
が

最
初
で
す
。
調
査
に
よ
り
こ
の
疾
患
は
ヒ
ト
で
初

め
て
見
ら
れ
た
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

と
な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
後
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
中
国
か
ら
世
界

中
へ
広
が
り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
日

本
に
お
い
て
も
4
月
7
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
、

東
京
都
を
含
む
7
都
府
県
に
5
月
6
日
ま
で
の
期

間
と
し
て
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
16
日
に
は
全

都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
、
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を

か
け
る
目
的
で
人
の
移
動
の
一
斉
抑
制
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
3
月
初
旬
か
ら
継
続
し
て
い

る
学
校
の
休
校
と
共
に
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
活
動

を
停
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
経
済
へ
の
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
距

離
を
取
ろ
う
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

（
社
会
的
距
離
）
や
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

が
叫
ば
れ
社
会
活
動
の
停
止
も
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
今
ま
で
経
験
の
し
た
こ
と
の
な
い
状

況
が
次
々
と
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
に
お
い
て
も
4
月
7
日
に
入
学
式
を
行
い

ま
し
た
が
、
10
日
に
は
休
校
措
置
が
取
ら
れ
現
在

も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
学
業

や
部
活
動
な
ど
先
の
見
え
な
い
状
況
に
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い

た
し
ま
す
。
し
か
し
、
20
世
紀
を
代
表
す
る
歴
史

学
者
の
言
葉
に
「
文
明
も
、
人
生
も
、
絶
え
間
な

く
襲
い
か
か
っ
て
く
る
試
練
の
挑
戦
に
応
戦
し
、

打
ち
勝
つ
と
こ
ろ
に
偉
大
な
価
値
創
造
が
あ
る
」

と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
人
類
史
に

輝
く
「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
14
世
紀
に

猛
威
を
振
る
っ
た
感
染
症
ペ
ス
ト
の
大
流
行
と
い

う
悲
劇
を
乗
り
越
え
て
の
、
ま
さ
に
「
蘇
生
」
で

あ
り「
再
生
」で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
の
ニ
ュ
ー

ト
ン
が
「
万
有
引
力
の
法
則
」
の
発
見
な
ど
３
大

業
績
を
成
し
遂
げ
た
の
も
ロ
ン
ド
ン
で
ペ
ス
ト
の

大
流
行
に
よ
り
大
学
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
苦
境
の

さ
な
か
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。「
天

才
と
は
忍
耐
で
あ
る
」
と
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
至
言
で

す
。
大
変
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
う
か
教
職
員

の
皆
さ
ま
に
は
生
徒
に
対
し
忍
耐
強
く
、
し
か
も

聡
明
に
し
て
快
活
に
若
き
生
徒
の
学
才
を
伸
ば
し

光
ら
せ
る
た
め
、
愛
す
る
城
北
高
校
の
後
輩
た
ち

の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
同
窓
会
と
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
記  

4
月
28
日
）

　令和２年度総会は、新型コロナウイルス感染症予防の
観点から、中止とさせていただくこととなりました。総
会で審議・決議を行う予定でありました議案は、同窓会
役員で検討させていただきますことを何卒御理解いた
だきますようお願い申し上げます。 
　なお、この会報の３ページに、監査を受けた昨年度の
決算と今年度の予算が掲載されております。これについ
て、御質問、御意見等がございましたら、同窓会ホーム
ページの「お問い合わせ」への投稿、または学校までお問
い合わせいただきますようお願い申し上げます。ただ
し、７月17日を締め切りとし、これを以て議案への承認
とさせていただきます。

発　　　行
静岡県立沼津城北高等学校同窓会

編　　　集
同窓会報編集委員会

静岡県立沼津城北高等学校

〒410−0012  沼津市岡一色875
TEL.055−921−0344

E-mail：office@numazujohoku-h.shizuoka-c.ed.jp

　同窓会報発行について、昨年度から以下のように変更になっております。
原則として、同窓会報の郵送はおこないません。ただし、66歳以上の方及
び66歳未満の方で希望される方のみ郵送することといたしております。郵
送を希望される方は電話またはFAXで学校までご連絡をお願いいたします。

TEL：055－921－0344　　FAX：055－921－4890
　同窓会報は、平成31年４月に開設した沼津城北高校同窓会ホームペー
ジに掲載してまいります。

URL　http://dosokai.link/numazujohoku-h/
　一昨年の同窓会報にも掲載いたしましたが、同窓会も時代の変化に対
応しなくてはならないと考え、既に同窓会総会で承認をいただいており
ます。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

校　長
高橋　和秀

同窓会長
長田　吉信

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
試
練
に
打
ち
勝
っ
て

母
校
へ
の
思
い
　

同窓会総会中止のお知らせ 同窓会報について
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国公立四年制大学
大　学　名 人数

1 秋田県立大学 1
2 北見工業大学 1
3 静岡県立大学 2
4 公立諏訪東京理科大学 1
5 宮崎公立大学 1
6 山梨県立大学 1
7 琉球大学 1

合　計 8

私立四年制大学
大　学　名 人数

1 愛知産業大学 1
2 麻布大学 1
3 亜細亜大学 2
4 桜美林大学 2
5 神奈川工科大学 2
6 神奈川大学 4
7 関西大学 1
8 関東学院大学 4
9 京都外国語大学 1

10 恵泉女学園大学 2
11 工学院大学 2
12 国際医療福祉大学 5

大　学　名 人数
13 駒沢女子大学 2
14 相模女子大学 2
15 産業能率大学 1
16 静岡英和学院大学 4
17 静岡福祉大学 1
18 静岡理工科大学 3
19 芝浦工業大学 1
20 順天堂大学 1
21 桐蔭横浜大学 1
22 城西国際大学 1
23 湘南医療大学 3
24 湘南鎌倉医療大学 2
25 創価大学 1
26 中央学院大学 1
27 帝京科学大学 1
28 帝京大学 2
29 東海大学 4
30 東京電機大学 1
31 東京農業大学（オホーツクキャンパス） 1
32 東洋英和女学院大学 1
33 東洋大学 1
34 常葉大学 10
35 獨協大学 1
36 日本医療科学大学 1

大　学　名 人数
37 日本大学 6
38 日本福祉大学 1
39 武蔵大学 1

合　計 82

国公立短期大学
短期大学名 人数

1 大月短期大学 1
2 静岡県立大学短期大学部 3

合　計 4

私立短期大学
短期大学名 人数

1 小田原短期大学 3
2 鎌倉女子大学短期大学部 1
3 静岡英和学院大学短期大学部 1
4 実践女子大学短期大学部 1
5 湘北短期大学 3
6 洗足こども短期大学 1
7 東京交通短期大学 1
8 常葉大学短期大学部 2
9 日本大学短期大学部 2

10 横浜女子短期大学 1
合　計 16

医療・看護系専門学校
学　校　名 人数

1 おだわら看護専門学校 3
2 関西看護専門学校 1
3 御殿場看護学校 1
4 静岡医療センター附属静岡看護学校 4
5 静岡県立看護専門学校（旧東部看護） 3
6 静岡市立清水看護専門学校 1
7 湘央医学技術専門学校 1
8 湘央生命科学技術専門学校 1
9 湘南歯科衛生士専門学校 1

10 茅ヶ崎看護専門学校 1
11 中央医療健康大学校 4
12 東海医療技術専門学校 1
13 富士リハビリテーション専門学校 1
14 横浜労災看護専門学校 1

合　計 24

その他の専門学校
学　校　名 人数

1 ESPエンタティメント東京専門学校 1
2 大原公務員医療観光専門学校(沼津) 2
3 神奈川衛生学園専門学校 1
4 神戸動植物環境専門学校 1
5 国際文化理容美容専門学校 1
6 国際理容美容専門学校 1
7 静岡インターナショナル・エア・リゾート専門学校 1
8 静岡東部総合美容専門学校 1
9 静岡県美容専門学校 1

10 秀林外語専門学校 1
11 東京ビジュアルアーツ専門学校 1
12 日本工学院専門学校 1
13 専門学校日本ホテルスクール 3
14 沼津情報ビジネス専門学校 8
15 北海道エコ動物自然専門学校 1
16 横浜ビューティー＆ブライダル専門学校 3
17 横浜リゾート＆スポーツ専門学校 2

合　計 30

その他（所管外）
学　校　名 人数

1 静岡県立沼津技術専門学校 2
合　計 2

就　職（公務員）
団　体　名 人数

1 静岡県警察 2
2 富士南東消防本部 1

合　計 3

就　職（その他一般）
企　業　名 人数

1 愛鷹シックスハンドレッドクラブ 1
2 株式会社タウンズ 1
3 東海旅客鉄道㈱JR東海 1
4 株式会社東洋トラフィックサービス 1
5 日本郵政株式会社 1
6 ビーエスコート 1
7 ㈱富士急マリンリゾート 1
8 ㈱富士産業 1

合　計 8

★ 進路種別人数 ★
1 国公立四年制大学 8 
2 国公立短期大学 4 
3 私立四年制大学 82 
4 私立短期大学 16 
5 医療・看護系専門学校 24 
6 その他の専門学校 30 
7 所管外 2 
8 就職（公務員） 3 
9 就職（その他一般） 8 

10 その他 3 
合　計 180

注意：学校・企業名はあいうえお順です。合格数には、補欠合格も含む。

学 校 活 動

令和元年度
３年生進路結果（合格延べ数）報告

野球応援　7月15日

校内マラソン大会　2月6日体育祭　6月3日

球技大会　10月31日

文化祭　6月1日

文化祭　6月2日

入学式　4月5日

修学旅行　12月1〜4日
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＊＊ 平成31（令和元）年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会　一般会計決算書 ＊＊ ＊＊ 令和２年度   静岡県立沼津城北高等学校同窓会   一般会計予算書（案） ＊＊
収入総額　1,389,418円　支出総額　645,878円　差引残額　743,540円（次年度へ繰越） 収入総額　1,728,000円　　支出総額　1,728,000円　　差引残額　0円

（単位：円） （単位：円）

◎
収
入
の
部

科　　目 予算額（A） 決算額（B） 比較増減額（B-A） 備　　考 ◎
収
入
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会 費 徴 収 1,080,000 1,113,600 33,600 会 費 徴 収 984,000 1,080,000 △ 96,000
会 費 徴 収 1,080,000 1,113,600 33,600 @2,400円×464人 会 費 徴 収 984,000 1,080,000 △ 96,000 @2,400円×410人

事 業 収 入 0 0 0 事 業 収 入 0 0 0
同窓会名簿 0 0 0 同窓会名簿 0 0 0
会報諸収入 0 0 0 会報諸収入 0 0 0
そ　の　他 0 0 0 そ　の　他 0 0 0

雑　収　入 187 8,005 7,818 雑　収　入 460 187 273
受 取 利 息 187 5 △ 182 預金利息 受 取 利 息 460 187 273 預金利息
総会負担金 0 0 0 総会負担金 0 0 0
雑　収　入 0 8,000 8,000 寄付金 雑　収　入 0 0 0

繰　越　金 267,813 267,813 0 繰　越　金 743,540 267,813 475,727
繰　越　金 267,813 267,813 0 前年度繰越金 繰　越　金 743,540 267,813 475,727 前年度繰越金

繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
繰　入　金 0 0 0 繰　入　金 0 0 0
合　　計 1,348,000 1,389,418 41,418 合　　計 1,728,000 1,348,000 380,000

◎
支
出
の
部

科　　目 予算額 流用増減額 予算現額
（A） 決算額（B） 比較増減額

（A-B） 備　　考 ◎
支
出
の
部

科　　目 本年度予算額
（A）

昨年度予算額
（B）

比較増減額
（A-B） 備　　考

会　務　費 40,000 0 40,000 0 40,000 会　務　費 420,000 40,000 380,000
会　議　費 5,000 0 5,000 0 5,000 会　議　費 385,000 5,000 380,000 周年記念事業準備会議
事 務 局 費 0 0 0 0 0 事 務 局 費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0 0 0 旅費交通費 0 0 0
通　信　費 5,000 0 5,000 0 5,000 通　信　費 5,000 5,000 0 郵送料
慶　弔　費 30,000 0 30,000 0 30,000 慶　弔　費 30,000 30,000 0 香料、祝儀
需　用　費 0 0 0 0 0 需　用　費 0 0 0
備　品　費 0 0 0 0 0 備　品　費 0 0 0
雑　　　費 0 0 0 0 0 雑　　　費 0 0 0

事　業　費 671,000 0 671,000 307,914 363,086 事　業　費 671,000 671,000 0
総　会　費 5,000 0 5,000 0 5,000 総　会　費 5,000 5,000 0 総会用飲料
報　償　費 0 0 0 0 0 報　償　費 0 0 0
指導奨励費 365,000 0 365,000 90,000 275,000 部活動東海大会以上 指導奨励費 365,000 365,000 0 部活動東海大会以上
通　信　費 0 0 0 0 0 通　信　費 0 0 0
使　用　料 1,000 0 1,000 0 1,000 使　用　料 1,000 1,000 0 コピー代
消 耗 品 費 100,000 0 100,000 87,450 12,550 証書ホルダー 消 耗 品 費 100,000 100,000 0 証書ホルダー等
広　報　費 200,000 0 200,000 130,464 69,536 ホームページ作成 広　報　費 200,000 200,000 0 HP製作・年間保守料
人　件　費 0 0 0 0 0 人　件　費 0 0 0

会報発行費 632,000 0 632,000 337,964 294,036 会報発行費 632,000 632,000 0
会報作成費 627,000 0 627,000 335,868 291,132 会報印刷代 会報作成費 627,000 627,000 0 会報印刷代
通　信　費 5,000 0 5,000 2,096 2,904 郵送料 通　信　費 5,000 5,000 0 郵送料
編　集　費 0 0 0 0 0 編　集　費 0 0 0

同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0
同窓会名簿費 0 0 0 0 0 同窓会名簿費 0 0 0

予　備　費 5,000 0 5,000 0 5,000 予　備　費 5,000 5,000 0
予　備　費 5,000 0 5,000 0 5,000 予　備　費 5,000 5,000 0
合　　計 1,348,000 0 1,348,000 645,878 702,122 合　　計 1,728,000 1,348,000 380,000

※科目間の流用を認める。
積　立　金 30年度積立金 31年度利息 31年度同窓会繰入金 31年度残金

1,044,239 89 0 1,044,328

令和２年度　教職員人事異動
転　出　者

職　名 氏　名 教科等 転出先等

教　　諭 小川原　澄　子 家　　庭 沼津商業高校
教　　諭 折　田　恒　一 英　　語 韮山高校
教　　諭 河　野　健太郎 国　　語 伊豆中央高校
教　　諭 猪ノ原　正　昭 国　　語 三島南高校
教　　諭 大　木　元　子 保健体育 三島南高校
教　　諭 影　山　大　樹 国　　語 熱海高校
臨時講師 佐　藤　恵美子 英　　語 退職
事 務 長 経　田　美　和 事　　務 沼津視覚特別支援学校　事務長
講師（非） 永　井　　　隆 地歴・公民 退職
講師（非） 米　山　朋　子 音　　楽 退職

臨時事務職員 大　嶽　令　奈 事　　務 退職
非常勤嘱託員 石　川　達　也 技 能 員 退職

転　入　者
職　名 氏　名 教科等 前任等

教　　諭 野　村　奈津子 国　　語 沼津西高校
教　　諭 扇　山　富　夫 地歴・公民 沼津西高校
事 務 長 古　谷　知　美 事　　務 放送大学　事務長
主　　査 大　塚　紀　美 事　　務 伊豆総合高校
講師（非） 仲　亀　智　子 国　　語 吉原工業高校
講師（非） 小　林　　　航 保健体育 沼津工業高校
講師（非） 永　井　直　美 家　　庭 御殿場高校
講師（非） 鳥　居　春　香 音　　楽

非常勤嘱託員 土　屋　雅　博 技 能 員 吉原工業高校

■上記のとおり報告します。
　令和２年３月31日
 平成31（令和元）年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　
 会　長　　長田　吉信

■監査報告
上記の決算について、証拠書類・出納簿を精査したところ、適正かつ正確に処理
されていることを認めます。

　令和２年５月７日
 平成31（令和元）年度　静岡県立沼津城北高等学校同窓会一般会計　
 監　事　　横山　　哲　　深澤　貞博
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部 活 動 成 績　●  県大会以上の結果  ●

陸上競技部
秋山沙紀登 男 静岡県高等学校新人体育大会陸上競技ハンマー投出場
山本まりあ 女 静岡県高等学校新人体育大会陸上競技三段跳出場
勝俣　愛理 女 静岡県高等学校新人体育大会陸上競技3000ｍ出場
川口　陸斗 男 静岡県高等学校総合体育大会陸上競技ハンマー投出場
池田　翔紀 男 静岡県高等学校総合体育大会陸上競技400ｍハードル出場

坂本　　舜 男
静岡県高等学校総合体育大会陸上競技100ｍ出場
静岡県高等学校総合体育大会陸上競技200ｍ７位

男子バレーボール部

伊藤　来翼 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

久保田浩正 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

杉山　泰聖 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

和氣　大地 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

大森　巧巳 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

甲地　亮太 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

池上　天翔 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

髙橋　　弘 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

堀越　遥太 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

小川　主輝 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

鈴木　涼香 女
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出（マネージャー）
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出（マネージャー）
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場（マネージャー）

山本　吏紀 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

加藤央二郎 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

関　　博飛 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

村松　光汰 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

小久保直紀 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

愛洲　優空 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

赤田　竣輔 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

数山　璃空 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

佐野　修吾 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

白石　優希 男
静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
全日本バレーボール高等学校選手権県予選大会ベスト16進出
静岡県高等学校新人体育大会バレーボール競技出場

大島　颯太 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
白幡　武志 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
林　和太琉 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
及川　清二 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
中村　優太 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
藤巻　祐太 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
池田　彩人 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
木戸　玲央 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
杉山　飛翔 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
土屋　琉那 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出
宮﨑　啓恒 男 静岡県高等学校総合体育大会バレーボール競技ベスト16進出

女子バスケットボール部
山田　彩月 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
川上　美咲 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
川下　　凜 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
芹澤　果歩 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
浅野　佑香 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
涌嶋　光紀 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
長田　愛加 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出
山田　茉由 女 全国高等学校バスケットボール選手権県予選大会ベスト32進出

レスリング部

千葉妃勇雅 男
静岡県高等学校新人体育大会レスリング競技60㎏級３位
東海高等学校新人体育大会レスリング競技60㎏級３位

惣﨑　優音 女

静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル62㎏級優勝
東海高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル62㎏級３位
全国高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル62㎏出場
全日本女子オープンレスリング選手権大会高校生の部62㎏ベスト８
2019茨城国体レスリング競技少年女子の部出場

佐々木　蓮 男 全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会55㎏級出場

水野　真人 男

静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル71㎏級優勝
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技グレコローマン71㎏級２位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル71㎏級３位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技グレコローマン71㎏級出場
全国高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル71㎏出場
全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会71㎏級出場
静岡県高等学校新人体育大会レスリング競技71㎏級優勝
東海高等学校新人体育大会レスリング競技71㎏級２位

物　奏多 男
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル51㎏級３位
静岡県高等学校総合体育大会レスリング競技グレコローマン51㎏級２位
東海高等学校総合体育大会レスリング競技フリースタイル51㎏級出場

卓　球　部
久保田理瑚 女 静岡県高等学校総合体育大会卓球競技個人出場（ダブルス）
小出亜友美 女 静岡県高等学校総合体育大会卓球競技個人出場（シングルス）

山田　麻衣 女
静岡県高等学校総合体育大会卓球競技個人出場（ダブルス）
静岡県高等学校総合体育大会卓球競技個人出場（シングルス）

剣　道　部

下山　　蓮 男
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技男子団体戦出場

向井　麗一 男
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技男子団体戦出場

野木　　匠 男
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技男子団体戦出場

堀合　聖河 男
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
静岡県高等学校新人体育大会剣道競技男子団体戦出場

芹澤　慎吾 男 静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
髙梨　千笑 女 静岡県高等学校総合体育大会剣道競技女子団体戦出場

持田　真凜 女
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技女子個人戦出場
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技女子団体戦出場

小林　聖菜 女
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技女子個人戦出場
静岡県高等学校総合体育大会剣道競技女子団体戦出場

髙川　秋磨 男 静岡県高等学校総合体育大会剣道競技男子団体戦出場
男子テニス部

大石　一斗 男
静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
静岡県高等学校新人体育大会テニス競技個人戦出場（ダブルス）

平山　紘登 男 静岡県高等学校新人体育大会テニス競技個人戦出場（ダブルス）
二俣　律樹 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
芹澤　太一 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
久松　祐紀 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
溝田　卓磨 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
山本　遥翔 男 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場

女子テニス部
長田　莉央 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
志田　遥佳 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
大嶽　　楓 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
工藤　緒珠 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
岡村　彩加 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
田中おとか 女 静岡県高等学校総合体育大会テニス競技学校対抗戦出場
弓　道　部

加藤　光志 男
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技個人戦出場
静岡県高等学校新人体育大会弓道競技個人戦出場

横山　遥希 女
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技個人戦出場
静岡県高等学校新人体育大会弓道競技個人戦出場

滝口　楓太 男 静岡県高等学校新人体育大会弓道競技個人戦出場
樋口　琴音 女 静岡県高等学校総合体育大会弓道競技個人戦出場
伊東　才蔵 男 静岡県高等学校新人体育大会弓道競技個人戦出場

秋山　暖華 女
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技個人戦出場
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技学校対抗戦10位
2019茨城国体弓道競技少年女子の部出場

中田　有咲 女 静岡県高等学校総合体育大会弓道競技学校対抗戦10位
中西樹莉亜 女 静岡県高等学校総合体育大会弓道競技学校対抗戦10位
中島　未来 女 静岡県高等学校総合体育大会弓道競技学校対抗戦10位

吉田　朱那 女
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技個人戦決勝進出
静岡県高等学校総合体育大会弓道競技学校対抗戦10位

芸　術　部

早川　美羽 女
毎日新聞社主催 国際高校生選抜書展（書の甲子園）入選
静岡県高等学校総合文化祭　書道展団体の部　入選

神部　真綺 女 静岡県高等学校総合文化祭　書道展団体の部　入選

日吉　純菜 女
全日本高等学校書道コンクール　優良賞
静岡県高等学校総合文化祭　書道展団体の部　入選

市川　　遼 男 静岡県高等学校総合文化祭　美術・工芸部門　入選

伊東　郁乃 女
毎日新聞社主催 国際高校生選抜書展（書の甲子園）入選
全日本高等学校書道コンクール　書道教育研究会賞
静岡県高等学校総合文化祭　書道展団体の部　入選

粟野　愛莉 女 静岡県高等学校総合文化祭　美術・工芸部門　入選
小椋　風花 女 静岡県高等学校総合文化祭　美術・工芸部門　特選
佐野　綾香 女 静岡県高等学校総合文化祭　美術・工芸部門　入選
渡邊　　和 男 全日本高等学校書道コンクール　書道教育研究会賞
書道（選択）
勝俣　愛理 女 全日本高等学校書道コンクール　優良賞
勝又　　凱 男 全日本高等学校書道コンクール　優良賞
勝又　美智 女 全日本高等学校書道コンクール　優良賞
大沼　麗奈 女 全日本高等学校書道コンクール　優秀賞
勝亦　理央 女 全日本高等学校書道コンクール　優秀賞
岩﨑　　彩 女 毎日新聞社主催 国際高校生選抜書展（書の甲子園）入選
情報メディア部
石井　茉衣 女 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
渡邉　汐音 女 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
山﨑　詩歩 女 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
荻原　瑞生 女 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
菊地　拳志 男 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
田窪　　峻 男 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
山本　夏鈴 女 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
小塚　岳飛 男 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞
新谷　颯大 男 静岡県高等学校総合文化祭　郷土研究部門研究発表大会　最優秀賞


